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衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

本
年
三
月
十
二
日
に
国
会
に
提
出
し
た
高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
（
以
下
「
本
法
案
」
と
い
う
。
）
は
、
既
存
の
高
速
道
路
（
高
速
道
路
株
式
会

社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
通
行
者
等
の

利
便
の
増
進
等
を
図
る
た
め
、
利
便
増
進
事
業
（
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
四
条
第
十
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
範
囲
を

拡
大
す
る
も
の
で
あ
り
、
利
便
増
進
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
法
案
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
利
用
者
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
報
道
」
が
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

「
昨
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
お
い
て
執
行
停
止
と
な
っ
た
高
速
道
路
の
四
車
線
化
」
に
つ
い
て
は
、
整
備
手
法
の
見
直
し

一



の
必
要
性
等
を
総
合
的
に
検
討
し
て
再
検
証
し
た
結
果
、
繁
忙
期
に
お
け
る
渋
滞
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
関
越
自
動
車
道
の

信
濃
町
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
上
越
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
区
間
、
東
関
東
自
動
車
道
の
木
更
津
南
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

か
ら
富
津
竹
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
白
鳥
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
飛
騨
清
見
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間
及
び
四
国
横
断
自
動
車
道
の
鳴
門
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
高
松
市
境
ま
で
の
区
間
の
四
区
間

を
本
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
利
便
増
進
事
業
に
よ
り
整
備
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
地
方
自
治
体
が
事
業
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

再
検
証
の
結
果
、
事
業
に
着
手
す
る
区
間
を
特
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
区
間
に
つ
い
て
、
国
が
施
行
す
る
事
業
と

会
社
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
。
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す

る
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
施
行
す
る
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
整
備
手
法
か
ら
会
社
が
単
独
で
施
行
す
る
整
備
手
法

へ
と
整
備
手
法
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
昨
年
執
行
停
止
に
し
た
判
断
が
間
違
っ
て
い
た
」
と
は

考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
「
四
国
島
内
に
お
け
る
他
の
高
速
道
路
二
車
線
区
間
の
四
車
線
化
」
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
の
増
加
に
応
じ
て
事

業
の
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
見
通
し
に
つ
い
て
明
確
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難

二



で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

本
年
四
月
九
日
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
「
高
速
道
路
の
再
検
証
結
果
と
新
た
な
料
金
割
引
」
で
示
さ
れ
た
高
速
道
路

の
料
金
（
特
措
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
料
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
割
引
及
び
現
在
の
高
速
道
路
の
料
金
の
割

引
に
つ
い
て
は
、
高
速
道
路
の
通
行
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
割
引
の
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
両
者
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
本
法
案
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
利
便
増
進
事
業
と
し
て
高
速
道
路

の
車
線
の
増
設
に
関
す
る
事
業
等
及
び
高
速
道
路
の
料
金
の
割
引
の
い
ず
れ
を
も
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

高
速
道
路
の
料
金
を
段
階
的
に
原
則
と
し
て
無
料
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
実
施
す
る
社
会
実
験

（
本
年
二
月
二
日
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
「
平
成
二
十
二
年
度
高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
計
画
（
案
）
」
に
基
づ
く

社
会
実
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
検
証
結
果
等
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
御
指
摘
の
料
金
の
徴
収
施
設

三



の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
早
期
に
整
備
を
図
る
た
め
、
利
用
者
か
ら
料
金
を
徴
収
す
る
有
料
道
路

制
度
を
活
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
高
速
道
路
の
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
事
業
を
で
き
る
だ
け
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

検
討
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

「
高
速
道
路
の
再
検
証
結
果
と
新
た
な
料
金
割
引
」
で
は
、
「
上
限
料
金
制
の
導
入
」
、
「
徹
底
し
た
簡
素
化
」
及
び

「
地
球
環
境
に
配
慮
」
を
基
本
方
針
と
し
て
高
速
道
路
の
料
金
の
割
引
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
見
直
し
後
の
高
速
道

路
の
料
金
の
割
引
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
地
域
に
よ
る
区
別
な
く
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
二

年
度
に
実
施
す
る
社
会
実
験
で
は
御
指
摘
の
「
地
方
路
線
」
の
多
く
を
無
料
化
の
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
見
直

し
後
の
高
速
道
路
の
料
金
の
割
引
と
と
も
に
、
地
域
経
済
へ
与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
検
証
し
て
ま
い
り
た
い
。

今
後
の
高
速
道
路
の
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
事
業
を
で
き
る
だ
け
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

四



検
討
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
歳
出
の
中
身
を
徹
底
的
に
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
高
速
道

路
の
整
備
な
ど
の
大
規
模
な
公
共
事
業
に
つ
い
て
、
国
民
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
を
見
極
め
、
国
民
の
安

全
を
守
り
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
上
で
真
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
戦
略
的
か
つ
重
点
的
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
。
併
せ
て
高
速
道
路
の
料
金
を
段
階
的
に
原
則
と
し
て
無
料
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
実
施

す
る
社
会
実
験
の
検
証
結
果
等
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

五


